
まさか！３年続けてのＷ優勝！
本気、本気の大運動会！

校長 渡邊 俊行

今年度の運動会もＷ優勝！Ｗ優勝が２年続いて驚いていましたが３年続くと
は！競技は、最後の種目で逆転可能な僅差でした。応援合戦も、どちらが勝っ
てもおかしくなかったです。私も採点者として、真剣に両方の応援を見ていま
したが、正直、ほとんど差がなく、同点優勝もあるのではと思ったほどでした。
結果、白組のＷ優勝になりましたが、実は、赤組もＷ優勝できた運動会でした。
成績発表後の喜びの声と悔し涙、今年も、子どもたちが本気で取り組んだ運動
会でした。これは、新穂小学校の誇りだと思います。
運動会が終わって、振り返りを各学年が書いていました。その中で、６年生

が、「悔いのない運動会にすることができて本当によかった。団長ありがと
う！」「結果はＷ負けだった。少し悔しかった。でも、ぼくは、結果より努力
が大切だと思った。来年からは中学生。もっと大変になるかもしれない。でも
ちゃんとやる。そう心に決めた。」と書いていました。一生心に残る運動会に
なったこと、また、感謝の気持ちや新たな誓いをもつことができた運動会にな
ったようです。
実は、運動会当日はもちろん、そこに至るまでに、たくさんのドラマがあり

ました。練習段階で、本気になれない子どもたちがいました。そのとき、反対
チームの先輩から、その子たちに頑張るようにとエールがありました。なんと、
反対チームからです。当日の様子を見ていただいたとおり、その子たちを含め
て、みんな本気で頑張りました。それを聞いて、私は正直驚き、そして、なん
て新穂小の子どもたちは立派なんだと改めて感心し、感動しました。
当日も、競技中、そして、運動会後と、たくさんのドラマがありました。
本当に、汗と涙、感

動の大運動会でした。
保護者、地域の皆様、

たくさんのご声援、そ
して皆様からのご参加、
ご協力、本当にありが
とうございました。子
どもたちにとって、忘
れられないすばらしい
1日になりました。
先日、川崎市で悲惨な事件が発生しました。全校の子どもたちには、「そ

のような怖いことに出会ったら、命を守るため、とにかく逃げてください。」
と話をしました。このようなことが２度とないようにしていくためにどうし
たらよいでしょうか。例えば、よく防犯で大切にされる「地域みんなが顔見
知りになる」というものがあります。運動会などの学校行事や、挨拶祭り・
地区運動会などの地域行事を通して、ぜひ顔見知りを増やし、みんなで見守
る地域づくりを進めていきましょう。
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